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Dipamkarasrijnanaの

Karmavaranavisodhanavidhibhasyaに つ い て

望 月 海 慧

は じ め に

チベ ッ ト大蔵 経 のテンギュルの 「諸経疏部 」にDipamkarasrijnanaに 帰 され る 『業

障清浄儀軌疏(.κ αr厩ソα脚 αvκ・dhanavidhibhasya)』(=KAV)と い うテキス ト1)が 存在

す る.そ のタイ トルか ら,『 浄業 障経(1(α ア・〃zδvαア・αηαv∫ぶzイ44乃∫5・utra)』2)や『断除業障経

(Kαア4緬vα脚alvjaゆ アasア4αわ617纏か'α)』3)をそ の根 本テ キス トとして想定す る者 もい るで

あろ う.残 念なが らそれ らの経典 に本文 を求 め るの は徒 労 に終 わ る.KAVは 過 犯

を・戯悔 す るこ とによる業 障の浄化4)の 儀軌 を説 くテキス トに対 す る注釈書 であ り,

それ は 『菩提過犯戯悔(B・dhyapattidesana)』(一BAD)と も呼 ばれ てい る文 献で もあ

る5).そ れ にはDipamkarasrijnanaに 先 行 す る二 人の論師 のNagarjuna6)とJitari')ら

に よる注釈書 も存在す る.し か しなが らK入Vに は,先 行 す る二人 の注釈書8)に

対す る言及 は見 られ ない9).

このB入Dに 関 しては,す で に白嵜顕成 に よ り詳 細 な研 究が発表 されてい るlo).

それ に よる と,BADは 『優波離所 問経(Vinayaviniscaya―UpalipariprcchasutYa)11)』 の

一部 と対応 し
,iSantidevaのiSiksasamuccayaに も引用 されて いる.ま たNagarjuna

とJitariは こ こに引用 され るテキス トに対 して注釈 をほ どこしてい るよ うで あ る.

ま た,蔵 外文献 に同 じ文献 のチベ ッ ト語訳 のテキス トが見 られ,そ のコロ フォン

には 乃磁 α雇 加んα3齢αに対応 す るチベ ッ ト語 が付 されて いる.こ のテキス トはチ

ベ ッ ト大蔵経 に収 め られてい る同名 の経典 とは異 な るが,そ のサ ンスク リッ ト・

テキス トが東大写本 に存在す る.こ れ らの ことか ら,同 経 か ら引用 された部分が

独立 したテ キス トとして認識 され るよ うにな り,そ れ に対 して注釈書 が書 かれ る

よ うになつた と考 え られ る12).

KAVの 内 容

本 テキス トは短 い儀 軌 の文句 を引用 してその語 句 を解説 す る形 態で書 かれて い
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る.そ の構成 は次 の よ うに大 き く三 つのセ クシ ョンに分類 で きる.

0著 作 目的 帰敬偶 に続 いて,

苦 の大海に容易に沈んで しまう有情たちの心を取 り去 り,彼 らを引き上げようと望む意を

もつ勇者たちは菩提に対する知恵を理解すべきである.

とい う文章 か ら始 まる.こ の菩提 の知 恵を得 る道 に入 るこ とを損 なわず,増 幅す

るこ とを努力 す ることが述 べ られ てい る.そ のた めには,

それらの業障の残ったもの と無始以来集まった業障害が,そ れ程の妨害により大菩薩の障

害にならないように,ム ニが与えてくれたこの 『菩薩の過犯を戯悔する儀軌』により朝晩

六度俄悔することに励むべきである.

と述べ られ てい る.大 菩薩 を得 るこ とが菩薩 の 目的で あ るが,そ の障害 とな る業

障を取 り除 く方法 を解説 す るこ とが このテキス トを著 した 目的 であ る.

1罪 悪の繊悔

1.1帰 依 まず最初 に 自分 の障害 を俄 悔す る人を依護 として把握 して,「 私 は こ

うい う名前で ある と仏 に帰依 をす る」 と述 べ ることか ら始 まる.帰 依 の対 象 は,

正 しく悟つた仏 と法 とそれに従って成立する僧 とは,順 序通 りに輪廻を超越 した道を示す

者と道 とそれを成就する友であるか ら.

と三宝が あげ られてい る13).

1.2繊 悔 の対象B入Dで は,三 十五如来14)に 対 して 「敬礼す る」 とい う句 が並

んでい るのだが,こ こで はシャカ ムニ仏 の異名 に関す る語義 の説 明 に続 いて,金

剛蔵 消伏 壊散仏 の語義 が説 明 され るだ けであ る.

1.3勧 請 敬 礼 した世 尊 な どに対 して,「 私 の ことを護念 して下 さい」 と心 を こ

めてお願 いす る ことが勧請 で ある.B入Dの 「住 し,生 活 し,お す わ りになってい

る」 とい う句 に対 しては,法 身な どの三身が対応 してい る とす る.

1-4繊 悔 すべ き障害 「自分 が この生 や無 始無終 の輪廻 においてな したもの」が

俄悔 すべ き障害 の存在 であ る.罪 の本質 を説 いた ものが,「 罪悪 の業 」で ある.さ

らに 「自分 がな した業 ・他者 にさせ た もの ・[そ れを]随 喜 す る こと」 に続いて,

重 い五無間罪 ・十不善業道 ・八 難か ら,

深い教えを捨てること・微細な過犯を把握 しないこと・貧欲により財物などに執着 して僅

かなものも捨てずに集めること・仏を敬わないこと・邪見に従 う方向 ・浄化されていない

誓願.

な どの微 細 なものまでが列挙 されて いる.

1上5繊 悔 の方法 「了知者 ・眼 にな る者 ・保 証人」 な どで ある仏 ・世尊 に繊悔 す
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るこ とが解説 され る.「 今後 も律儀 を護 る」 とは,罪 悪 の対治 によ り理解 す ること

で ある.ま たNagarjuna,Jitari注 の ように,四 力 に よる俄悔 方法が述べ られ る15).

2善 根 の回 向 罪悪 の繊 悔 に続 いて,

今度は自分が行なつた諸善根を本当の回向により把握 しなければ,結 果は存在せず,あ つ

た としても少しなので,存 在の大海を越 えるために諸善を回向すべきである.

と述べ られ てい る.

2.1三 種 の善根 回 向す る善 の本 質 として,次 の三種 に分類 され てい る.

2―1、1布 施 か ら生 じるもの 「布施 さえも与 える」とい うものが布施 か ら生 じる善

根 で ある.布 施 の内容 として,法 施 か ら 「畜生 までの生 処iY生 まれた者 に食べ物

を一 口だ け与 える」 とい うもの までが述 べ られてい る.

2.1―2戒 か ら生 じるもの 具足 戒か ら受 けた ものか ら優婆塞 までに共通 な 「戒 を

守 るこ と」が戒 か らの生 じる善根 で ある.さ らに出家者 に関 して は 「梵行 に住す

る こと」で あ り,菩 薩のみ に関 して は 「衆生 を完全 に熟 させ るこ と」 と 「菩提 心

の善根 」 とで ある.ま た利他が最 高の もの として設定 されてお り,自 利 を求め る

ので はない と補足 され ている.

2.1―3修 習か ら生 じるもの 「無上な る知恵 の善根 」な どが,修 習か ら生 じる善根

で ある.こ れは一切相 智で あ り,

世俗により集められた如量のものと勝義 に集められた如実のものをすべて知るものは,声

聞などのすべてのものよりも特別に勝れている.そ れは諸法の自性 は空たるもので,幻 の

ようなものであると修習してか ら生 じたものである.

な ど と説 か れ てお り,戯 論 の 中断 ・無 自性 の成 立 な どが説 かれ て い る.ま た

Santidevaの β04乃∫car吻a∫δra(一BCA)IX.55を 引用 し,「 一切智 の原因 としての空

性 を修 習す る ことが説 かれて いる」 とす る.こ の部分 は,KAVに お いて中観思想

のター ムが見 られ る唯一・の箇所で あ る.

2.2回 向 の相 これ らの善根 を 「一・つ にま とめて」な どとい うものが回向 の相で

あ る.「 例 えば」 か ら始 まる三 時の仏 ・世尊 が回向す るよ うに,「 その ように私 も

回向をす る」 とい うものが,仏 によ り完全 に与 えられ た方法 を もつ回向で ある.

3.大 菩 薩を得 る方 法 根本 テ キス トの末尾 の 「一切 の罪悪 を繊 悔 します.一 切

の福徳 を随喜 します.一 切 の仏 を勧請 します」 とい う部分 で ある.ま ず菩提が得

られ ない原 因 であ る罪悪 を 戯悔 す る ことによ り,菩 提 を得 る こ とが可能 にな る.

ま た これ らは他 の経典 で は 「三つ の束」 と説 かれてい る として,

「罪悪を戯悔する」 とは,俄 悔の束である.す なわち善根を回向するとは,回 向の束であ
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る.大 菩薩を得る方法により俄悔することによる.「随喜」は回向の支分であって,随 喜

の善を回向することによる.「勧請」 とは,勧 請の束である.

と述べ てい る.そ してBCAV.98を 引 用 し,こ れ らの三つ の束 を朝 に三 度晩 に三

度繰 り返 し述 べ るこ とによ り,業 障が尽 きる とす る.

ま とめ

Kavに は 『優波離所 問経 』 に関す る言及 は見 られ ない.従 つて,K入Vの 著者

が注釈 を行 な った テキス トは同経 ではな く,そ こか ら独立 したテキス トと考 え ら

れ る.で は,先 行 す る二つ の注釈書 が βo畝v@aiiidθsanaを,Krsna注 や その他 の

伝承が7ン撤andha肋 を 根本 テキス トの タイ トル とす るのに対 して,何 故 に本論 は

κarmavaraηavisodha,lavidhiと 呼 んだのであ ろ うか.業 障を取 り除 くための過 犯を

説示す る(apattidesana)な どの三束(triskaildha)を 説 いて いるので,何 れ のタイ トル

も本 旨に相違 す るもので はない.KAVの 最 初 の部 分 には,「 菩薩の過犯 を俄悔 す

るこの儀 軌 に よ り」 とい う句 が見 られ る こ とか ら,本 論 の著 者 は根 本 テ キス

トを βodhアゆa〃idθsanaと して認識 して いた可能性 は十分 ある.1(anmavara〃avis-

odhnjzcrvidhiと い うタイ トルが著者 でない者 によ り後 に付 けられた とい う可能性 も

排除 はで きないが,そ れ よ りも この根本 テ キス トは特 定 の名称 を もつ ものではな

く,複 数 の呼 び名 が存在 して いたのではな いだ ろ うか.

1) Tib. Las kyi sgrib pa rnam par sbyong ba' i cho ga bshad pa, C. Ji 185b4-190a5, D. No. 

 4007 (Taipei ed. : 4012) : Ji 194a3-198b6, N. No. 3499 Ji 229b6-236a2, P. No. 5508: ii

236a3-242b7, G. ii 290a 1-297b6. ま たDipamkarasrijnanaに はApattidesanavidhi(Tib.P.

No. 5369), Sarvakarin varanavisuddhikaravidhi (Tib. D. No., P. No. 5874) という小論

が 存 在 す る.

2)Tib,P,No.884.な お この経 典 はDipamkarasrijnanaのMahasutrasamcsccaya(Tib.D.

No. Gi 149b1-150a5)に 引 用 され て い る.

3)Tib.P.No.885.

4)袴 谷 憲 昭 は,こ れ を 「悪 業 払 拭 の儀 式 」 と命 名 す る(「 悪 業 払 拭 の儀 式 関 連 経 典 雑 考

(1)」 『駒 沢 大 学 仏 教 学 研 究 紀 要 』50,1992年).こ の 悪 業 の懺 悔 か ら始 ま り,作 善 主

義 ま で続 く(「 悪 業 払 拭 の儀 式 関 連 経 典 雑 考(IX)」 『駒 沢 短 期 大 学 研 究 紀 要 』27,1999

年)一 連 の論 考 は,KAVに 説 か れ て い る.「 繊 悔 を告 白」 か ら 「作 善 に よ る功 徳 の 回 向」

と関 連 して 参 照 され るべ きで あ る.

5)同 じ著 者 のBodhimargadipapanjika(T.D.No.3947,Khi245bl-2),Rutnakarandodgllata

(Tib.D.Ki99a6)に は,「 過 犯 戯悔 の供 養 は 『金 光 明 経 』,『過 犯 儀 軌 』,『三 品 経 』,『浄

業 障 経 』 な ど に説 か れ て い る」 と い う句 が 見 られ る.後 の三 つ は そ れ ぞ れ 異 な る経 典 で
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あ る よ りも,全 く同一 の文 献 の 異 名 とい う可 能 性 も考 え られ る.

6)Tib. D. No. 4005, P. No. 5506. Cf. B. C. Beresford, Mahayana Purification . Dharamsala

1980.同 書 に は,根 本 テ キ ス ト,Nagarjunaに よ る注 釈,チ ベ ッ トで の 口伝 に基 づ く注 釈

とに 対 す る英 訳 を含 ん で い る.白 嵜 「Jitari(1)」(注10)参 照),pp .129-130に よ る と,

この テ キ ス トの著 者 はSantaraksita以 降 の人 物 で あ る.

7)Tib. D. No. 4006, P. No. 5507.

8)チ ベ ッ ト大 蔵 経 の経 疏 部 に は,こ れ らに 並 ん で,さ ら にKrsnaに よ るTriskandhasadhna

(D. No. 4008, P. No. 5509)が あ り,そ の翻 訳 者 はDipamkarasrijnanaとTshul khrims rgyal

baで あ る.チ ベ ッ ト大 蔵 経 の編 纂 時 に は,こ れ らの 四 つ の テ キ ス トが 同 一 テ キ ス トに対

す る注 釈 書 で あ る と認 識 さ れ て い た こ とは明 らか で あ る.

9)従 っ て,Dipamkarasrijnanaが 注 釈 を した根 本 テ キ ス トはNagarjunaら が 用 い たBADと

は 異 な る伝 承 の も ので あ る可 能 性 も あ る.本 稿 は便 宜 上,白 崎 「Jitari(1)」,pp.158-163

に復 元 され たBADを 根 本 テ キ ス トと して 用 いた.

10)白 嵜 顕 成 「Jitariの菩 提 過 犯 懺 悔 註 菩 薩 学 次 第(1)-(3)」(『 神 戸 女 子 大 学 紀 要(文 学

部 篇)』21-1,22-1,24,1989-1990),同 「Nagarjunaの 『菩提 過 犯 懺 悔 註 』研 究(1)」(『 教 育

諸 学 研 究論 文 集 』 第3巻,1989),同 「Nagarjunaの 『菩 提 過 犯 懺 悔 註 』 研 究(2)」(『 教

育 諸 学 研 究 論 文 集 』 第5巻,1991).

11) Cf. P. Python, Vinaya-viniscaya-tspali pariprccha. Paris1973, pp. 31-37.

12)Triskandhakasutraに 関 して は,白 嵜 「Jitari(1)」,pp.132―138を 参 照.そ れ に よ る

と,こ の 経 典 に は 四 種 類 存 在 し,さ ら に 懺 悔 ・随 喜 ・勧 請 を 示 す 普 通 名 詞 と して の

Triskandhaの 用 例 も あ る.Dipamkarasrijnanaに 関 し て は,Jitariと 同 様 に 〈白嵜2>を

Triskandhakasutraと してBodhimargadipapanjikaに お い て 引用 して い る例 も あ り,彼 が

Triskandhakasutraと 言 うテ キス トはく白嵜2>で あ る.

13)こ こで,帰 依 す べ き で は な い者 と して,Hiranyagarbha,Hari,Simha,Narayana,Kapila,

Kanadaが あ げ られ て い る.

14)KAVで は,「 三 十 五 仏 」 で は な く,「 如 来 」 とあ る.な お,Nagarjuna,Jitariに よ る注

釈 書 で は 三 十 五 仏 す べ て に対 して 解 説 が な され て い る.

15)白 嵜 「Nagarjuna(1)」,PP,91-94を 参 照.そ れ に よ る とKAVに 説 か れ て い る の は

Nagarjuna流 の も の で あ る.ま たKAVは この 後 にMaitreyaを 引用 す る.

〈キ ー ワー ド〉 Dipamkarasrijnana, Atisa, Karmavaranavisodhanavidhibhasya, apattidesana

(身延山大学専任講師)
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